
≠ 争 拘  

束来一考歎ノ零当リヱ等′フ／．イ′之 の雇頃が偲黎と三九てし、たが ♂．きデっ7亡ヱ   

⑦両轟で祭ー皐モ生るかどらか星＿′窒めるため仁束許農を男鹿し色．  

舞扇叔輿．何乳奉安率 虞停東嶺黎にフいて命匹の句亡杖帝展の違が覿   

モ〉らオし石こかった∴  

以エのj吉辰か′う＿ 朱旬を通じて肉風／羨彗り♂、ガタ堺乙2 の床面承で 餌   

為㌻ることが打席であることが確かめられた〝  

合お．節rj曹皇居内に設けたため一 三の密靡を星し引くと．ノ羨望りの面   

倭荘♂．ク訝∫77上之 である．  

ク 淀郊畜舎（月巴素腹舎）及び礪趣致に関する三河蜃研究（．抄J  

宮川正大  大＿筒繹也  

ノト林 環   富原垂＿尺  

加熱巳乏宅  芝．巧   

ノ． 冒 的  

畜産選営のノ晩項庖大ヒとも】ニ 展望の星型ヒなる巷含とそめ紆属嵐観り   

同属は．緊急に野沢を脅する岡原と凍っている、  

二のため．都市痘廊の肴欣象営亡命した丹巴素裸舎遭最ー＝廃する蚤本的な   

変冷生得るた茫＝ニ 永年盈に周東章句の史薦珂奄と行い 蒔ヒその産浄嘆・   

佃煮絶望 餌ノ垂範免ふらみた脛帝取合疑墨色沢ノ毛黎閻を分／軒才巴垣し 経営   

象項別．阿鼻方丈別仁長屋毀計左党玖する  

ヱ 有 家  

都下並が、に村長 神奈川県下】二着ける杓∫ク列仁雇が予萄河蚤事列つゃ   

から．為形丈列仁毘吠■二ぉし、て優牽と患わJtるノ」＼艶軒芦駅舎gヰ．大鹿軍   

籍原告女・路乏周出して家．兜に舟サる観象 を卜到単によりて気質百を夫々   

調査し、そ⑦結果左分析整う空した一   

／）延営暦．民間′蚤   

二）畜舎皮付展観鼓＝オ畢羞照奄   

3〕作泰時尉オ別免を中ノごとする野郎粁頚   

木ノ 霊芝度・ろ乳定を車／むとする琶輿網奄   

∫J常原典変ろ乗馬罰蚤  

い▲ 、   



3 浩 局  

（／）硬変車列の記紀と介猥  

万里秀才取舎の分類方誼には 耗屯；札 睨ノ馬方天別．形式別草庵ぞ⑦右京．  

からる水本零彗⑦浩農 孝餌方式による肥舞脛舎の兇文左思慮軌二足忘  

㌻る容黍としては＿ へ脛⑦収名乗数と 飼料の冶与牒瑳（j金鉱形鬼Jiこ  

よるものが大王く▼ ユれら専森による外．輝度上の泉貿とLこ．困鎖克  

密教式ならびに菓列 
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（ヱノ侵民事例の耽貴  

簡乾草列⑦晩春】て下記一旦長のとおりて・秀う薫㍉  

人  足  卓町  帝  取  
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／嘩∴＝⊃或  

一  灸浄ニブゥ、、ク  
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コ 二‾，、  

夜飯・子粁夢己含   
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．之 β ∠つ  
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■、 ‾  
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J・ゴ＿之   
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′ク．∠Jj‾  

タ古／   
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J、、言戸   

β・ツ／   

′う．ア／J   
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／・／ロ  ご．ヲク  
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、㌢9．ダ  
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、杏．ノ♂．gクク  

さミ7．2ヱ．βクク   
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二九らの草創を蚤覆すると 義之のとおりである．  

黍ヱ 珂冬事例 の上L巌こ  

ノト鑑 紆寿 歌会   入寮 餌 黄 欣 舎   

責  牢   ∫j．g㊥チヘ／ヲよP功き  ／Jク．g〃‡へ ∂タク、∂馴ど   

ノ棟蚊慮環頃   J占頑∴へ ／Jヱ現   ／クク象 へ・J∫1〉 頭   

／凋て原の 面倭   ／♂、∫サ～ へ／∠、∫切㌔   ／タ．東切子一－ タヲ、∫切㌔   

鍔  愚  老  蜃   ヱ．8∠ラ更〈・2・タ∫頭   J、ク琴 ′、Jl＃桑   

ノ家当り欣烏南榎   ′・ヱ／ク～へ／、Jタグ～   ∂、ヲ7〃，チ／、 ノ．／っ．㌔   

鼓珂患密度以下吐希銀杏スノコ気風舎壬簸いた  

畏た．ニれらの事例＆亀篭原硬ご虹鮫すると．小髭珂黄風車はヱ∂∂   

家島＼らヱよ∂頃贋贋の℃のに入庫村費脱会で、は，j∫∂現からクク∂   

象の蚤営lこ卑られこ£・リ．大泉阿斉方式¢大農喫艮貯えの滑風位がみら  
ナし・：∴  

（3）塵親展からみた肥貴書玖舎啓塵の次兄翠固  

謂冬季剣の慮親告奥任＿ Jク朱占用から々∂峯ヱ月ゐ何に建策された   

ものモ′ ヱれらの慮典男l式．その折祖々単体倍達及が星枚型筆によっこ   

異なり．J、3ウLユ彗り汲低t葺き9／／．ク∂ク円から閲ユタ．♂∂（）円1丸で1三あ  

った＿．  

怒声原毛の．攻輿硬界につし、ては．泉だ硬度した扱がないが故布地帯   

にお、ける卑巣蚤嘗仁拾いて．／環彗り／β．クβ∂間置鼻の畜舎で／古   

東和‾用として．肥斉唱象皐乞2、∫町と嘲ると．その寮釘雫はユタ∂円と   

女り．三の程度ごあ九lで3デ東軍凄味統計による肉麻生産具申の造物異   

J∫／開から琴て許・．覆土才しるものと老えられる′  

な封．大鹿飼貴方武仁よって飼認容虞を高め、竜舎贋加賀力鮨覇をは   

かるノ甘琶一也ヾめうう．  

く4ノ f冥薦克立からみた肥索敵舎偉垂の決定蜃軍  

偲黄昏歌の琶窒収集の舐薮は 一番の唆慮畏敬ヒ筋皐軍功痺何の大老   

を占める吉舎医用輿と黄濁撒耗のカ監事コノ句‘丁よって訳風土7Lる．   

ノブ 一ノ髭⑦現数と館魯魚度  

一殊の収屠乗数の暑加【＝よって 桧等唱膵拝察オ／握力イと訪ヾ’可熊▲であ  

ろ＝とは、デンマーク弐風食の魯及によって放．に．乾今の経験した∴とこ  

ろごあろカミ、 具にこの覿教．乞ヱク戻から ㌘ク預を＿産とする鼓二城がj丘  

（Jち∠）  



茸．臭味次の丁句で行わ新一るようになっている．   

網食事凰によろと，姦3のとぉり戴鼓孝一の憂患た草する隙間萱昧く  

L．ノj、希町角方式で・珠．／甘／頭彗り泡辞去砂′ 同じ＜大草珂売古式  

で・■ま箪∫ク秒と後ノ焉の熟年が良い。   

友3 ／革の景教の違いによる甘茶沌肇  

′トキ河脅威台（／∂現時外） l書  
・箋＝荊  【竣函  i複印   華南   デ ∈ノ乱，郎更   レ車上o否  ／各ヱ∂承           夜牒   蚤 堂・帝‡  嗅・河   
′恰額＿  冷琶軒 1い‾ん  兵扱  乳匪方式  ；丸釣   唇己A   揉㌢仝   

1   

‘射凰給与  汐j袷g宍フ％  ん′．4％  瞥恒7・タ％  ∠、痢∠7jタ‘  〝兎Jかタ％  ク蹄ヱ∠J％  汗顔カ、∫％   

刀く浣  水洗  水洗  水洗   ）！く洗   フk毘   

萱 肴局方式  透澱輿              一 幕  屑  ノJ．タカ   
大寒珂秀歌舎（ヱ∂～8∂乳   川‾‾‾‾‾冊■山一‾ ‡  

会  ク4舟gJ、ヱ％  l 一′  控分J〃・タ％  作9台東・j％  Jg魂占ノ抄％  舌癌．之よ一¢％  モの也  j舟／甘上％  g始／せ女％  ／〆合一〃・∠％  k如、∠〆  皮∫カ／盟，♂％  頑ガ．舌頭   〃分4・g％…     計－  ／房夕合  ／／ク命  円 ぎ 戸々令  ∫Jヲ、匁  l iユダ∫令  ∫9／令   Ⅰ ブコ4各室  疎略醸  ／ブタ泉  gβ頭．  伊∂承  ノ女声車  jj7頭 ‖  ∠ヱ○喫  ヱ／占更童  H  ノ頭当り金額軸  ／ダ．g秒  ‘・ぎ沙 一  Jふg伊  ∫〃・♂蟄ト  ／ク．タ′沙  〃．‘秒  〃J・タ沙…  し承きり希碍曙勾  ／J・招トト捏・∫沙   スタ、3か  且久よ蓼  いJ・∂沙  J牢・ダ少  ／∫、∠少  ” 新奇卑珂  ‖ 圭∫7一之7ク  ダ7．クエ”  フク．∫ 〃  ／／ノダ夕占一  、チ∂．ク〟〃  jス／ヲ■  ∠ヱ∴之 一  
レ々・し．／爵の屍汝を療加す礼ば，チる尽 免責巧本欄々．事故が磨  

如しかちごあるのが、一喝的な頃向そ香る入ら．栗沢lニおいては．そ⑦  

一考の風靡左．乏⑦檻発駅贋々事故兜生率ふら卑て1珂摩一塁偲別に区  

分する肥畢が・ろ1」．配合肘掛巧場合でJク戻 胎萄々乗観，属‾昂利府  

の見合ごヱ○泉程度乏硬度，とオることが竺蓋しい。   

麦た．一考の棄・薮左老える県令 もう一つの専素として餌暴露度の  

1可慮がちる＿   

二の．泉は 希に畜舎建毅貫の一環当り墳部費を縮液するた句の尊貴  

と勺なるカモ 鞄′めて皇専な烏丸をモ）つているが 一項蝿＝二はJ・j  

勿㌔当リ2、g喪主瞑風とレてユれ以上仁なると奉祝艶生家が鳥＜な  

ると蓋われ乙いるが、．鞠色事例では，ノト年河角風雪そばべJ戎剖ス∫頭から  

ゼク嵐、大群飼育豚舎をは、ヰβ頭から、よ圭象て・あった。  

．こ・：、   



閏柊密度と産肉丞洛也との向にノま．遭塵な河床があると蓋わ九て左、  

リ．或る研究によ九ぼ・／更当リマ・β夏ブタ㌔を瞑罪として′その特殊   

餌私費東率に有意盈が恵められると現菖されているぶ、．金糸的観点加   

らぼ．何番褒亀を高めるノぼ暑が診る訳で彗魔になける呵各式、険の悪   

果l二よ九ぼ、泉ゲのとみり鹿喝兎唇葎善が点サ札ば大寒のない契備に   

あるのq、ノ預当り、々∂雇～♂．クd㌔程長の懸命が可能ヒ森る穴辞飼育取   

合の養牽蛍計につし、て新随闇路の地車があろら．  

麦4 床面原の濃いl二よる肥再現贋  

／ノ 発軍乳牽   

蹄 専・日  

．ク／甲   ∠g巳   

「  
ク升3月～／／月／ぎ白   

H  

冬 季  ∫、r   ／ノJク  レ丑P巨扱ヱ   ∫ヱ．之  jク∠  
ガ月ノウ8～改月コよ白   よ攻   ／Jヱ 蓼 ′女4・ヱ＿   ∠∫ク  ∫ヱグ  ＿之∂く∠   

ヱ）討料満男軍と客演率  

1 ト⊥士k令～わ欄   ∫∂k各へ暑せk令   全、．套河  村     薦費璽  要求奉  消費警  容丸孝  ラフブナ  ．j．7？  ル㍍㌣  タ．／攻  J揖、グ多  J＜く∠  グム．7  々、ク∠  ／ウ‘Jヱ  タ∂ぎ  Jjタ・戸  ∂くく／  
／クフ∴之  ♂・／カ   jヱ、∠∂  
／クアユ  J．／／   l  ノ攻タ・ア  攻．／∂ ・  ヱ∫／．タ      ／Jくタ．7  ヱ．夕、r  ごタ∫．9  J．j、と   

諷 ／J ノ革ヨークシャー 獲ノ0承の農閏  

ヱJ 息ぬ施舟快足阿礼による糾牧紛箪  

ヱノ沿革佗県  

絵笛侮策【謀 判敢為現方式よ1」も包幼綾取還の利用による不断金額   

古式r二よって．その伐異労力が亀葦1．九るニヒは毒を見たない。  

し‥打、㌧轟音吐牒■二分サる氾声春風の男題は 不断金額方式をとる   

ものが僅めて少なく．煎にヱββ要項上乃奉養勾温篭仁二むいて7芸 堵   

免じ卑しい突牒打二ろり．制現箆親方弐の省力化Jため先んと：■ヵ垂研が  

＼Jこ1   



ノ／百∴ヱ1雪の制政治敢を行って鬼り＿ 乞の穐薦発車は飼瀬－◎浩与形偲仁   

よっこ契る．  

即ち 郡市近郊における肥貫徹取牒常風塵腰牒．配合餌胤 役還製   

造鵜類及び痺教、ノ針孔孝一否 雇「．訊々食芸製葵鵜；亀I寸里森泉屠呵科・々取   

合御車しと靡伺されており＿果無に二孔ら色塗り阿礼をj急与する霞台丁二   

痛〉lくして灸鋸生餌ノ軋としこ会与するか検認のままで浩一乳するかの呵   

Jしかである。  

調奄こ串削ご－ま 表3のと£リ．掛取方式で底・ドう4急からバケツ   

で治凰する方左が最も砥二薮がよく．／冒／・戻当りり析専蒔何l壬∠、gj少   

で努り．次いご・謁胤牽から底塵、冷蟹する方丈で／芸 大発飼角方夫で  

／♂．㌢砂＿ ノl、凍珂責方丈で／P．倉砂であった－  

泉＞訊畦河粗方式では．ノぞイブ治餌一二よるもりが虞勺絶空地∈・礼占沙   

て・あり．他の右見では牒爛．方式－エリ隠率がわるかった．  

㌻）帝周作県  

歌磨の看層化乗は．2∂∂現）ソ、上ろ阜泉亀逢琶でiユ 伐農能吏の良   

いユヒヒ 麻虜を虹歎的環采に保っことが虫束るため．水洗方式をと   

為ものが多く．教範救姐祓穐を行って．鹿茸巳の斤ri用を－まかる串和ま極  

めて少ない左   

しオ＼し・句れの方式をと引こしても＿′蜃畏友民定を短くす乞たやに   

抵．渡析と俳糞簡を邑介するニヒが′は、要ごあるり  

こめ長町と卵巣斬の蘭薇は．双眉の．略式毒小■馨・大草ゐ河泰方式年   

の恕牽から未見す人・きでめろが、一興的に頗析面膏lニ禾払ぶらると  

J最新がi5染まれることとなるのモ 

る轟々、職長に止の、畏す仁俳輿前を広くした方が 餌倍々轟餌乏三吉ユ   

ダ草原欣其の苑率が■尽いのそ．デンマ▲ク貫牽勉ごは層所と卵巣蹄匂   

面費丸邑＝3：ユ但（こ風ると牽いソ  

封奄挙動によると．轟前面硬旦笈／のと曾り．／票彗り爪革闇牒戊   

吏ご ♂、占よっノ∫ヱ から♂、牙／ワニんユ まご，大草軍票方丈ぐ・ぼ久ユ占㌔   

から♂．グムっ′し之 壬ぐ，て・ちり．椚か即葛餅包帯再 ノト幾裾斉石ヰニニ妄言   

β．卒j㌧定乙1＼ら∠ン∫占′机下 二丈モ 大喪珂か丁式では ∂ユ／㍑エから   

カ（二「jっ，r・乙 チ㌘・て＼あった．  

斉希代衆牒埴棋 宗三¢〉ようユ）（く鼠方叙で／官／羨彗Ij八終村費古   

井で 平均〟倉秒・人後詞舞方式でlミュg秒経度ご数名の鑑牽カ＼牒＝∴  

な言合 驚薇旦増そ東乞行う串刻l＝乏しかったが．珊各巻刺で戌排撃  

（∫つ）   



前を／衷当リク．∫占っ化そと広くとつこL－るJ拳のため．／承当リ ノど沙  

と非常「ニ諷卑が誘かった。  

（㌻）覆環糸件カ＼らみた方巳常軌金額違の未発卑因  

風の培億に蔑も閲与する環最笥子は．／ロオ平均気温ごあってこ 置屋   

々飲7Iくの畏友或は海尉恩の寒さ孝はそ㌃L温室要て鳩牒いとiれている〉  

そヱで、、冬草毅計上の鼻炎抱焚軋を得る回転をもって．悪食限度の壊   

しlによる内外の環盈兵イ牛！ニついて． 最長をヰ′蛤ヒレて．邑度々吹矢忍風   

吠慮の局廉ヒなる晃鍬 観風庭草を別足した‥  

灸剰は．39乾き月及び、々♂責／月点からヱ月上旬Jこかけて，帝大＿の   

日数展げ 布教及び、碕枚の萌形式について大々測定した薦果lま．友∫巧  

とよ、りで、あった。  

．最古乳鹿 軌足先環（砂J  

会外 ♪〝∠   
季   

】 落度  食肉  l 重々、品  】タク ！‘ヱ  タ∫  〃、／  j．ご レ∂  l㌢・∫ 皇グ∠  ｛∴ 〃．、ぐ  …タ∫ クク  ネ．ダlr九j 攻・∂卜∂・之   ；ザ∂  コ、♂    舎外  。、あ   l∠g  ノ．ク        レク・∂  毒ノーせ  

和  親   式       何‘貌  屯 －  熱 定 痺 刻 ∃    ／ヱ彗  ／J㌻  ／㌻  スJく  占  ‘P  ／ヱ彗／ぐ   ／辞書ユ衣   ∠    衰ぎ温度 い昆ノ灸 n ■気軌   舎内 含外  Jj．ク仁  jタ．∠ト♂ユ   J女／l lん・∠事  軒豆 ヱ／．g  j．クノ  J／、タ   u ぷ、㌢レア▼タ   巨Jjク  よタくク       ブ．苑  ヌタ、／  h ヱ7タ    ノjJ  …々・7  JJJ  J7J  ヱJ．占  ！プム〃  d久∂    食肉 ●  ■∠∂％  乙タグ  クー乙  ‖ ヲ占  タ／  ダざ  ∫∠  よヱ  ∠J  タヲ ■∂グ   ク∂    璽 舎外  ∠j％  タグ  」＋＋  ′′   ／ク♂ ■・，〟J 圭♂／4／  ぎ∠ ♂♂9∠ク  ∫1／ β／省／  i4∠  占♂  ≡ブ皮  タ∂  占〃墓    l舎内  吋沙 ∂ノd∂  ゲ複号頬妙       クコソ占  ク♂フ7占  星♂〆∠ヱ  ♪〃∠．ヱ   司 ∴∴J    1 食肉  ■つノ／砂 ク，J∠∂  ≡∂ニュd  ♂／ク占  ∠・二／？j   ノダ／   ■  H ／コア亡）  j♂J4～  Jβ∫／  】ク／∂∠をクJ〝    敬礼應 l   ワレレ ク】ニ∂  弓∂ユ∂1  ‖ ♂ノ（ク   ‖ ♂／′∫  ♂．／♂  事♂t／汐  クノ∠）  ク／ぐ  巨柑  ソ  ∂／∠〉  ♂j〈〉    舎オ、  ■／箸  ∵吋  ‘クノ♂  ぎクコク  ∴十∴  u 事ク・ヱβ  臼 クノ∠）  ∂、鼓ク  〃司招   ヨク〟  ♂．j♂ 篭                                                         jク♪   ≠タ   ラ星及 灸針  

舎タト  

舎内  

〃ユ％ ヱヨク≦  ク＿之  一々タ  lク∂  ∫タ  李4  Jヲ  g、∠  う乙j  ク∠      ク綻  ′寮J  ●  タ∠  ヱ（ク  ヱア  女7  女声 l＿  9∠  ∠∫  〃J【  Ⅰ 
敏斥し底  金内   一，       つゆ ご碧  ノ∠伊ク クク、と  l＿ ク／、r  ♂クエ▲  7．ガ∂ β．／L乙  巨女ノ∂    雫♂毎占    蔓 ‾  ク押          β／∠）  竜∂・”  ヒ／∂ ′十  ∠）′亡Z  H ク／∠＞  ‡ク・dク  ∈βノク  舎外  ／諸君  iク・ダ∂  ヱ、上∂  ／・可痛   ノ．／∠つ  ≡／上♂   …♂ヱ（フ  ♂フク  ／ク♂  ／ヱ∂】 ＿鵬」  

二の射良港異から恵含中天奄と金外の気温について批敬すると 要ノ争  

底．日中の弓恩の基び、しい向は念外力J高く，夕刻から珂仁ム＼けては長寿  

、主上   



仁舎内の方が高＜会り．／－首の平均農芸では舎布か、苦手高くなり．モの  

ね外⑦鼠⑦最屯入きいの一言年前j痺から呵占痺の問で角って舶紋．肉一  

興の両彪式とも村上t∂クc‘ろ邑が簸めら九た．また．環象言及の盈モ・lT．  

勿輸．内観式が大で胸よ∂∂こ．閻枚鼓そ・は∂、4∂ごて葬った。  

冬季l二ついては．困礫式悠・は台村が萄仁．′∫クこ尾長含外より高く 淘  

敬式で岐 阜蔚9蒔から旦千毒モは舎外が高いが／⊆i之平均気看ては   

的♂・ぎクc会内加高い．また．承輿霊長巧真空！耳．和親式でヲ、夢クこ，河狭  

武では〟、ヱ生大々舎外より毒力＼った．  

なか．気勢々硬風鹿についてこるると．勿論 同数式が男手良いが＼ニヘ   

盈がなく1両形式とも席仁掛物位置の虜風状魔の不鼓そあるキ・とが何わ九  

た。  

都下に料サる気衆鼎件から邸ろと＿ 邑二恩筍な竜舎としては．衰は涼し  

く冬昧喚かい畜舎が翠求される玖で タ頃の項数が出庚ない裁か画養親   

の免状では．留■東武啓違にするニヒによって．喫最長件星河葬する方夫  

が贋γしないのモ 責は取の行叡する低い位置を全面庖に軒数して亀鑑め  

通風を促し 今季の贋冤のために軋 簡易碍舞茸倍量とする．史琶がある。   

．なお、二の席易閉鎖式荷造上の開展点ヒしてlま、冬季の篠温のためには、横軸生絹の無線司符で、  

畜舎の転覆旦小吉くする赴翼鵡るので、壊夷々保急と密度盆前僚が・吟る．立蜃唇童l二  

っいこ 恩赦型重体偉垂或は．腐製革につし、ての尾登韓垂について  

研免を符L）染色体至当り′建l尊属項東壊泉債卓上の厚真収得を署農に  

毯立して長泉鼓計を克成する底啓がめる．  

タ 珂薇風靡別の斤巳賛歌舎債上告  

以上の分析番果から冬求曳九る啄磨の寮峯船形次寸まを作現すると下範   

のとおリ ヒなる一 一  

表去 飼箆虜俣別の懲局・乃原産杓鱒吠・寸法  

！最新  

／1＼踵餌奇    71亡    イ／」   刊～    ゥ′㌔  
／ク．夕d  須    っ‖．ユ・  ヽ∴  … 更   

…デ；マーク現員乳  

サし  
敢為の形式   桓x姉  桝東摺 河口X奥行       一雪当り 岳項    焙 …貰簑     最 析  俳菓祈  計▲  褒 枚  最 軒排展析   】計                              n    コ J．∠×フノ  J．∠x人∫  ク．∫‘  、圭一シ∂   H ／ヱ  ♂．占J  β女∫  ／βtP  b．ぐよ ∈   
飼‘芦監   は竃瑠      JjズJ．占  JノXJ．∠  ／／．ダ㌢  プ∫∠   7／／こ ／タ材  ェの硬  ♂阜ヂそ′  クJタチ    J．ク∠）  大寒（JクJ   J．‘ズノ，♂ く率ズ′∫  子女パ／上‾ しmⅣ＿  ／斤・夕  タノク  ノア∂  J∠）  β．∠j  トトプ u  ♂タ  J．∠∠   

（∫9）   



固■ネ ／髭ヱ∂環八発開発型  

可、／   

デンマーク設乾製  

J．∠例．  

タ†祈  ／ ンオ  ■■■■■■■■■■■■う⊇言   

濁   Ⅰ亀   担≦∠≧2≧22迄∠之2迄2∠乙ご左衰退 ．  【  
J、J∂軋・ － ヱノ∂つノし岬  

1   

「 

【‾‾‾‾  ▲ 二㌻、h㌧  

国J、／ノ琴ヱβ頭大鹿阿斉華匂腋虜配列  

（占0）   



田4 ／寮30頭大森筒薫製、  鵬蘇り∠m略  

l  

／ 担  月／／‥／竿〝㌃ 
！  

l  

／／芸   

蔓  蓼  
－－・附 そノク刊L  

J．占∂令L  ∫．4♂孔   
＼  

回∫ ／嵐3∂環八草野寿製砂原居配列  

しd‘．1   



即ち 乳其仁おける珂寮長衝からゐて＿ ／♂∂顎玖勾の小泉喫蚤営で参   

九．ば．ノl、髭餌寿方式をとるのが畠遭で．ニの際＿塗は デンマ【ク衆豚舎の   

長屋型の河口プ、7ゥ圧をJ．占耽とし．坪貴り収慮頭数を泊∂．乙頭虐如したも   

ので 諷，屠所と非勢凍の両帝比牢基車型で一は‥2二／lヱとっているか．二   

め屠革で1ま．斉周作薦◎．冶力化生lすか呑ために3：ヱとレた℃のでらる。  

またヱ♂∂承以上の専農亀営ご・■耳＿ そめ長野ぬ氷轟々作業尾索孝の   

衰から費えて．大患呵責方式邑ヒるべ皇モろり．／農コロ斉巧大農町頚歎   

廊は．デンマーク式碁歴梨歌廊分何ロヱ歎居介左／原虜分とレた牒いコ丘．承   

牝⑦琢磨に．痘払から直軌二月E楽所五穀サ，ノ啓に．賢眉佃煮の／省力化のた   

めに．図jのように 互lニ百三ろろ4廠磨か都糞粁左一首じ泉めた．  

一韓3∂現の大寒欝頂幣原は，河口9っ払．発行3〃フととし．前言己20栗原  

喫星更にノ扱スして．大患詳ー秀吉式の再刊嵯＿邑活用する形式でちるじ   

なぉ．ニのような入寮開責そ・ま，一軒二肥顛不覇のものか出席こ全蓼教   

皇公布するのに 絢2～j周一和を草するので 私設の1永岡を防」上㌻るため  

！二釘皮のようlニー釈居中犬拓lニヒリ一壬ず－しの出乗る仕折衝を設億レ．膚ブ升側  

（ニ凰森の系んざ▼尊ゝ東風を．出荷治し】肥育腰を俳姿新奇りに／れ象程度収   

虞し昇ろように配属する概要が濁る．  

ヱ礼白腋点の碍貴簡形状．寸星のほか各報の仕儀・寸宏峯仁ついて⑦   

屋鹿島設．矩レ 牽悶を訂危にする重体揖草々．j手に／吸気睦篤と屯葛思祝蘇   

原にある慮腐聖や展型尊⑦患＿皐穀計上◎産後顛革、良縁るため．女∂安泰も   

渡靡して底串「奄を行う予尺でぁる。  

∫熱風隠匿についこ  

（り 草化1曹⑦機尾雨養成費  

畜舎鋳造及び附‾恩義毅巧東森⑦一環として浄化倍ろ艶農対奄を待った  

が．本東女らぼ優皮革例中より河奪すべ・きでわったぶ、．吉和蜃蒔．急に石、し）  

て轟穀中又は改峯中であったので廊下においこ殊毅巧モぅのヱ例及が、寄  

フK楚より州に放免レてし、るもの／例計j側につ呈珂重した一  

／〕珊雪原声   

色 PH．塵蔑見．翼長．堅衝化学的壕寮費求畢．全軍寮蟄  ア ン   

モニア麻里寮．よう素対質異につ三下水痘家に塵じて行った。  

ヱ）謝奄．方法  

学化虐の観鹿を知る色めに攻泉水】ま勿命弄化暦の為そうについこ司   

重し．季節的ゑ叱を知る色め男季ヒ冬季についても待った。  

（△ヱ）   



L）舞更衣寮   

A）界一軒  

、モ 式二  

大ミさ  

炭素朝貢牒牒  

・   ・・‥・－  ・  

席数モう   久∂勃ニヲ  

喚化そう   フ．之供ぇ  

暗   39宜9月ユ夏日9時    ⊆ ∠お年／月エア召ぎ藤3∂令喜   ‡   
ノト  両  l壬  甘              貝    イ爽                     才し   ．気．    温  ／〃ク⊂．    ∴ナ∴     l   

大／クラ爽（／‘0～230k竿j    大、g言宍（ノア∂′～／どOK寺J 小ア秩（ユク〈3クK号〕‡   
阿 愚 預 歌         ／甘絵き醐i  β∂K争  Jヱ∴⊂k各   

ト風 琴卜何方← けノそうA   ロかそう謬E玖沢口C   弟／そらA  ロガそうB  改魚ロC 

フK  愚  ヱβ生 j／9l／ク  占∂c   j   

7ヱ   7．0   

S i 

－  p   
∫．、倉   、㌻∫   

グ・∂   

宍台  舞台色  兵舎色  或葉色  奴禁色  奴男色   H  グ2  ク兵：  ク．ダ         l慶 祝 畏  フ．（フ  ヱ・よ   ク桑  g・上」   

j 全 象 秦  巨Sj∂アア侃  乙／ク   g♂占   ヱ∫」ク   ユ∫、3   二・J   

ァン己ニヤ瓜箪妄1  古ク∠ 〝  rグ／   
オ〃♂  ヱ4‘F   ユ女夏   ユJ古   

至主物喋虫酸素畢東壁 ほ  憂JJヱ〃   
ヱ∠＼ぐ  ．之♂∠〉   ／J♂   ／ヱ／   ／ク占   

ぎ よら東鶉突貫 ‖  仁ヱ身タカ  ヱ0占   ／／女   J‘   JJ   ．プチ  

釘
 
 

J
O
 
 
 



二Lの苗床急性寿岩石式、の寄化嘩騒人向のし原寿化櫓を夜番用に改  

轟しノたも⑦ごある。   

二の澱全にかサる費．帝佗薦嗅／日／町費左除芸レ 席劃′三よごズし  

ないかぎリノK克を行わ祝い．レたカモって帝化層に入る着氷瞭主とし  

て尽そ糞は風七んど入らない一   

着 轟   

浄化席による皇軍案アン乙＝呼鈴象蘇 生勿化学対敵素餐凍霞（  

B o D＿）よう奈労費蜃の教化邑みてみると．全軍秦 アン已ニヤ夜  

宮東共に腰冬色盈じほとんどカー層㌢過そう教筑ロとの軌二鼻が  

なく．レ左かってヱめ池式◎浄化雷においとは占クク P P仇～jβ∂  

P P′祀′の恵虞珍もので瞳旅去が．尽いのれ 或tl憧蒋請永かl尿邑主ヒ  

しているので′ そのたのJ二除去が愚かったのか芥阿で巧る．  

／  β（〕DにつL－て邸ると農肴■こ忘、いこは壬 冬季モは言 ほど晩互  

生れ ていた．、   

よう栗消費尊にみいて去βクβとほ肝同じ鰭泉瓦解七。   

β∂β、よら窯消費置l二ついて窒素ヒ異巧ウニの形式のものて瀬表さ凪ることがわかりた。   

又．冬は象に比べ浄化梶原がかなり見ちこいた．  

努ノそう左／C卜占〉とした環合⑦為そうの私率  

真  率  冬  草  

i全■ 象   

寿ノそう4  ロカ、乞う8  貌衆口C  弁／そうA  ロカそうB  教象ロC  

桑  ／C〉∠⊃  9♂．．∠  タ占女  ／♂∠）  ラダ皮  9g．／   

アン已ニヤ麻里秦  ／（フ∠〉  声P／  9、j、7  ／β∂  9タ．∂  9〃∴ク   

β  ○  工）  ／（ク ∂  7、ぐ．2＿  f‾∫．ク  ／（フ ∠〉  タス占  ク∠．∂   

よ う 素：演舞雪  ／β（つ  クタ．倉  4攻、／  ／∠）♂  9／二 占  プア・ク  

な卦、祝泉カく中lこ杖為存取乗が菰く平面吸化そうの素足中に俗気   

也の生物か∃認めら几なふ＼つた．このユとは平面頑化そうが畷イb乞う   

としての代用色充分亡果していないめそ この形式のものlま平面囁   

化そ主に温存、酸素の充分める穐取刀くの及入が／庭草と周われ＿る．  

8〕無 界  廉廉都町田和  

地 充  原原卦艶福岩石東  

大主主  席致そう  葺グ、クの〆  

畷化そう  ユ∂ノ堺ムユ  

＼占⊥・）   



貯フ現己う  ヱ∂．β望んG  

杜  

J9窒夕月三富弓／♂時3ク分    4ク克之月／クlヨ／∂時   

～   

／攻♂どk子へ ／∫ククk争 旨   
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三め療化屠は固形の贅を会報暁去し仁あとの欧薫っ淀汲水及び尿  

を入れるよう仁穀計されたが 和琴魔力ミ■清濁作男ろ通力化のため糞  

尿を異に入れることとなったのこ・浄化槽仁桑原ガれかりすぎ風合  
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あ人でいるため布′敷そうlニ£、サるユカム及が垣泥の免生が多く．時   

々バ、≒エラムカーモヒリ簸いている．  
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風早l二ふサる全車束及がァンモニヤ妹質素l二つし1ては．AJの瘍   

金と比鼓しこ級友皐はよく、B ODち、任さらに綜去塵を増したぶ1   

よら蒸瀬責貰にお心てⅠ耳鹿lニ慮いようでろる．   
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力＼ったの札親風原敬時が席味⑦終り県のために涙薦月く中の喚虎の割   
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ニめ形式は＿般亀卑属凋で勿る＿  
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3J左折1可の貯楚で≧貰充分な浄化なご己ない、  
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